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１．法人格取得後の状況 
昨年４月に法人格取得直
後の５月第１回の総会にお
いて決定した活動方針、並
びに予算に基づき企画委員
会、運営委員会の審議を得
て具体的活動を展開してま
いりました。 
 法人格取得により、グル
ープ わ の信頼度と期待度
が著しく増し、神戸市より
委託を受けたこうべ環境未
来館の企画運営をはじめ、
カレッジからの委託事業な
ど行政、公的団体からの委
託事業が得られるようにな
り、また長寿社会開発セン
ター等よりの助成金獲得が
以前に比べ得やすくなると
同時にボランティア活動の
依頼も増加し会員の皆様の
努力によりその期待に応え
ることができたものと確信
しております。会員活動の
活性化および財政基盤の確
立にもＮＰＯ法人取得が大
いに貢献したことを実感し
ております。参画と協同の
時代の要請に法人としての
グループ わ が今後如何に
して社会還元の実をあげ寄

与して行くかを会員の皆様
と検討し期待に応え、更な
る会員の活動の場を提供し
て行きたいと考えておりま
す。 
２．新役員人事 
グループ わ は高齢者
の知識経験を生かし社会に
還元し寄与したいとの意志
で次々に新規卒業生が入会
し先輩の活動を継承しその
組織が維持されています。 
 人事についても当然なが
ら後継者に継承して行くこ
とが肝要と考えています。
１７年度は わ の活動を理
解し継承するに相応しい体
制を構築して会員の皆様の
期待に応えたいと考えてお
ります。 
３．活動方針 
現活動を継承し、内外
の期待と要請に応え新規活
動にも柔軟に対応し活動を
更に活性化することを基本
方針と致します。 
会員の中で本人および家族
の健康上の理由で退会せざ
るを得ない会員がことしも
多く見られます。こうした
人への簡単な手助けを「お

互い様の気持ちで」会員相
互扶助のシステムを構築し
活動を始めたいと考えてお
ります。またボランティア
に必要なスキルアップおよ
びコミュニケーションの場
を提供する取組みも考慮し
たいと考えております。 
会員の皆様の活動に対する
ご意見、お知恵を拝借しな
がら、グループ わ に入会
して良かったと実感の持て
る活動を展開できればと念
じております。 
４．決算と予算編成 
 ＮＰＯ法人格取得により
従来の活動の評価と相まっ
て信頼度が増し委託事業お
よび助成金事業が予算作成
時より予想以上の数とな
り、その結果来期繰越金も
予想以上に増加する嬉しい
結果になりました。これも
会員皆様の協力と努力の結
果と感謝しております。 
 会費制導入、法人格取得
の総会での承認および会員
の理解と努力により２年前
の危機的財政状態は現況の
心がけと努力を続ける限り
一応脱却する見通しがつい

たものと考えられます。 
 運営上最低必要な繰越
金、来るべき わ 創立１０
周年記念事業および新規活
動を考慮し、収入と支出を
勘案し、会員の活動支援費
のあり方を総合的に運営委
員会で検討した活力ある予
算の提案をさせて戴く所存
であります。 
 目下本部、企画委員会、
運営委員会で１７年度総会
議案について上記意向のも
とに慎重に討議中でありま
す。会員の皆様には、情報
誌で配布提案し総会におい
て討議して戴く所存であり
ます。 
 議案書は基本的な事項で
あり総会は時間的な制約も
あります。具体的実施に当
たっては皆様の代表でもあ
る運営委員の地区会長、部
会代表に遠慮なく意見を申
し出ていただき、わ の運
営に反映されますようお願
い申し上げます。 
 会員皆様の今後益々の活
動と“わ”の発展を祈念し
て抽象的ではありますが所
感とさせて戴きます。◆ 
 

ＮＰＯ法人第２回定期総会を迎えて 
理事長 赤司 松美 

 グループ わ もＮＰＯ法人として、会員のみならずシルバーカレッジを初め関係者の温
かきご支援により来る５月１７日（月）第２回の定期総会をカレッジホールで開催する運
びとなりました。「時代の要請に応え未来に向かって持続可能な発展的活動」を目指
し、２年目の法人としてのグループ わ の進路を決する大事な総会でもあります。 
 つきましては皆様の更なるご理解とご支援協力を戴き総力を結集するためにも、万障繰
り合わせの上、会員の皆様のご出席を賜りますよう心からお願い申し上げる次第であります。 
 ＮＰＯ法人取得後１年を経過してグループ わ の現状と今後の対応について総会を迎えて簡単に所感を述べ
させていただきます。 
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• こども家庭センター相談員 
主な勤務内容： 
①相談電話受付 児童相談など 
②来訪者へインターフォン応答 
勤務時間： 
夜間 17:00～翌朝 09:00 
(00:00～07:30 休憩・仮眠) 
土日祝日 08:45～17:15 
勤務場所： 
神戸市こども家庭センター 
(ハーバーランド) 
報酬： 
勤務報酬＋交通費 
勤務： 
月に１～２回（６月から開始） 
就業研修： 
５月中旬予定 
申込み： 
グループ わ 事務局に５月１７
日までにお申し出ください。 

• パソコン講座アシスタント 
 １７年度も新入生を迎え体験講
座を含めて６月から来年３月まで
通年のパソコン講座がカレッジ主
導で行われます。グループ  わ は
ことしもアシスタントを担当し参
加します。パソコンの経験、知識
をお持ちの方にアシスタントをお
願いしたく、ご応募をお待ちして
います。期間は６月から１８年３
月、内容は、パソコンの基礎、ワ
ード、エクセル、パワーポイン
ト、デジカメ＆画像、インターネ
ット、電子メール等で初級コー
ス、中級コースの設定が計画され

ています。詳しくはグループ  わ 
事務局（７４３ー８１０１）まで
お問い合わせください 

• 有馬温泉観光ボランティアガイド 
内容：有馬温泉観光案内所前で日
帰り温泉、ホテルの場所、名所
の場所、駐車場等の案内。毎月
１回程度の割合で、２名で行い
ます。 
日時：土日祝日（正月は除く）、
１０時～１６時 
謝礼：寸志、金泉入浴券 
応募：希望者はグループ わ 事務
局（７４３ー８１０１）までお
問い合わせください 

• 滝谷ホーム宿泊ボランティア 
内容：軽度の知的障害者４人が自
立のためグループホームで生活
しています。昼間は職場へ出勤
します。日常の食事等を世話す
る方がいますが、夜８時に帰り
ます。その後の見守り支援で
す。夜８時前から朝８時過ぎ迄
で、戸締まり等確認します。 
日時：毎週水曜日 
謝礼：有り 
場所：兵庫区滝谷町（市バス６５
系統滝山町下車レストラン水車
の前） 
応募：希望者は、グループわ事務
局（７４３ー８１０１）までお
問い合わせください 

◆ 

９期生・他入会状況 
２００５・４・１８現在 
コース 新入会者数 
福祉 ２７ 
国際 ３３ 
生環 ３０ 
美工 ５ 
音文 ２３ 
園芸 ４ 
食文 １７ 
一般 ８ 
合計 １４７ 

注：在学生７名を含みます。 

新委託業務が内定 
神戸市こども家庭センター相談員 

 厚生労働省は平成１７年度より
全国の児童相談所に３６５日、２
４時間の児童相談体制を整備する
方針を提示しました。これまでは
相談所職員の勤務時間内だけだっ
た相談電話の受付を２４時間無休
で受けるとなると、これまでの職
員だけでは到底対応できません。
時間外すなわち毎日の午後５時か
ら朝の９時までと休日（土日、祝
日）の昼間時間をカバーして相談
電話の受付をする業務の依頼が神
戸市こども家庭センターよりグル
ープ わ にあり、受託する前提で
同センターと話し合いを進めてお
ります。 
 環境未来館と同様に２０名程度
のグループを組み、交替しながら
各人が月に１～２回勤めるように
考えています。勤務時間などは右
の募集欄をご覧ください。 

生活力アップセミナー 

男の台所学全６回楽しく終了 
 男のための食育講座実行委員
会、(財)兵庫県予防医学協会、Ｎ
ＰＯ法人社会還元センターグルー
プわ、白井操クッキングスタジ
オ、神戸市保健福祉局が主催する
セミナーが健康ライフプラザ４階
のライフキッチン  (ＪＲ兵庫駅南 )
を会場として、白井操先生の指導
のもと食文５、６、７期生の男性
（５期の女性も応援）が講師とな
り、６０歳以上の男性を対象に２
００４年１２月３日に第１回の
｢これさえあればなんとかなる 
基本の４品｣から始めました。受
講者の殆どは料理の経験がなく、
ご飯の炊き方、味噌汁の作り方な
ど基本的なところから始め、２０
０５年３月４日の第６回｢大勢で
楽しむ食卓｣では、さまざまなお
寿司を作り、パーティーで楽しく
終わりました。なおセミナー各回

のレシピや進行状況の写真など詳
しい情報は 
http://www.kobe-kokoro.info/ 
をご覧ください。（事務局） 

募集コーナー 

最終回のお寿司作り 
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 新グループ誕生 

 新しいグループが２つ発足し、そ
れぞれの代表から紹介と勧誘のメッ
セージが届けられました。 

大正琴プリムラ 

代表（国５） 浅野 礼子 
創部５年目の「大正琴プリムラ」
です。卒業生の人数によりことしか
らグループ わ に加入することがで
きました。唱歌・童謡・ポップス・
流行歌等々、訪問する施設や各種イ
ベントに適応するよう練習に励んで
います。 
 涙を流して喜んで頂く姿を見ると
一層頑張ろうと部員一同日々精進し
ています。部のモットーは「楽し
く、笑顔で、口ずさんで頂けるこ
と」です。 
ことしも多くの方々とお逢いでき
るよう心待ちにしています。 

手話コーラス同好会 

代表 山下 春美 

 この度、私たちＫＳＣ手話コーラス部
で在学中に練習してきた、手話コーラス 
を愛するＯＢ、ＯＧが集い、再び活躍で
きる場として、グループ わ のボランテ
ィアグループとして手話コーラス同好会
を発足することになりました。 
 手話コーラスは誰でもが親しんだ歌を
唄いながら、その歌詞を「見る言葉」手
話で表現する大切なコミュニケーション
の手段です。 
 今後の活動はＫＳＣの現役とタイアッ
プしながら、地域福祉センター等を友愛
訪問し、交流を深めていきたいと考えて
います。 
 手話の知識がなくても、唄いながら楽
しく覚えられ、脳の活性化に大いに役立
ちますので、入部をご希望の方は わ の
事務局までお申し出ください。 

震災復興活動に対し 

兵庫県知事から感謝状 
 去る３月２８日、兵庫県総括部生
活復興課から兵庫県知事名の感謝状
が送られてきました。同県では震災
１０周年を機に３月１７日県公館大
会議室において開かれた「震災復興
感謝のつどい」で、震災からの復
旧・復興活動に従事した者や震災復
興の活動記録に応募した者に対して
感謝状を贈呈し、わ もその対象に
選ばれており、当日出席してなかっ
たので届けられたのでした。 

これも嬉しい感謝状 
 有馬温泉観光協会から１通のハガ
キが転送されてきました。温泉客か
らの礼状ですが、ボランティアの喜
びが改めて実感できる文面ですので
ご紹介します。 

前略 
一月九日、寒い小雪降る有
馬の地で太閤の湯殿館に立

ち寄らせていただきガイド

の坪井様に長時間のこころ
こもる説明をいただき本当

に有馬の湯の様な身体の底

からのぬくもりをいただき
ました。生きがいですとお

っしゃっておられたお姿に

も感動し、私達夫婦もこれ
からの生き方をご指導いた

だいた様で心に残る一日で

した。さすが有馬の歴史の
中の人と説明の感で、今後

も続けていただきたいと願

いつつお礼申したく、よろ

しくお伝え下さい。 

０７８－７４３－３８３０ 

専用ＦＡＸが付きました 
 これまでカレッジのＦＡＸを利
用させてもらっていましたが、先
日専用のＦＡＸを わ 事務所に設
置しました。今後はこの番号をお
使いください。直接グループ わ 
事務局のスタッフに届きます。 

ＦＦＰ入園証 
希望者に発行します 
 フルーツフラワーパーク（ＦＦＰ）
のご厚意で会員の皆さんに入園証(記名
式）を発行しています。これを入園時
にゲートで提示すると本人のみ入園料
と駐車料金が無料になります。 
 ご希望の方はグループ わ 事務局
（０７８-７４３－８１０１）までお申
し出ください。 

総会議案書同封です 

 総会席上でご覧頂く議案書を今
回も会報と同封でお手元までお送
りしています。当日はお配りいた
しませんので総会には必ず各自で
ご持参ください。（事務局） 

パン販売応援員募集 
 障害者の方が毎週木曜日、ＫＳＣ
内でパンを販売していますが、その
応援者を募っています。時間は午後
1 時半～午後３時です。報酬は未定
です。してみようと思う方は事務局
にお問い合わせ下さい。 
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 第９期生の皆様ご卒業おめでとうございます。 

 ご卒業後もグループ わ に加入して引続きボランティア活動にご参加頂ける皆様に、グルー
プ わ が加入している保険について簡単に説明することにします。 

 これまで皆さんが加入されていた「兵庫県ボランティア・市民活動災害保険」は、個人と保
険会社との契約であり、団体の一員としての契約とは異なります。 

 従って万が一事故が発生した場合は個人として保険金の請求を行なうことになります。 

 しかしグループ わ は一つの団体であるため、例えば会員が事故により他人の身体や財物に
損害を与えた場合、法律上の賠償責任を個人のみならず団体に対しても求償される場合があり、
これによって被る損害をＮＰＯ法人ボランティア保険はこれをカバーしてくれます。またボラ
ンティア活動中の個人の傷害についても補償されます。 

 ただし会員がボランティア活動のため自宅と活動場所との間の通常経路往復中における交
通事故については、第三者に対する損害または障害事故について会員本人が加入している自動
車保険によるものとします。 

 

補償内容は次の通りです。 

補 償 項 目 保 険 金 額 

対人･対物共通 １事故・保険期間中 ２億円 

管理財物 １事故・保険期間中 50万円（現金は 10万円） 

賠償責任 

(免責金額な
し） 

人格権侵害 １名(1事故･保険期間中) 50万円（100万円） 

事故対応費用 １事故・保険期間中 500万円 

死亡 50万円 

後遺障害 1.5万円~50万円 

賠

償 

責

任 

保

険 

  

見 舞 費 用 

入院日数に応じて2~10万円／通院日数に応じて1~5万円 

死亡保険金額 535万円 傷 

害 後遺障害保険金額 535~16.05万円 

入院保険金日額 8,000円 

手術保険金額 入院保険金額日額の 10・20・40倍 

保

険 

通院保険金日額 5,000円 

 
(本部） 
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国 7-国 鐘築 重治
 神戸国際交流フエアは平
成９年１月に「がんばれ！
こうべっこ国際交流フエア
～ＧＯ ＫＯＢＥ！震災復
興２周年」として開催され
てから、今回で９回目を迎
える。 
 特にことしは阪神･淡路
大震災１０周年の節目の年
に当り、震災復興をアピー
ルするために開かれた。 
 ２００５年 2月 5日（土）
１０：００～１７：００、神
戸市および近隣の国際交
流･協力団体が“きて、みて、
たべて、未来の神戸を見つ
めよう!”をテーマに２会場
に部門別に分かれて次のよ
うな多彩な催しが行われ
た。 
＊団体紹介ブース 各国料
理･飲料の試食や販売を通
じて団体活動を紹介。 
＊物品販売ブース 団体活
動に関連する各国民芸品の
販売を通じて団体の活動を
紹介。 
＊パネル展示 国際交流・
協力団体の活動を写真・ポ
スター･資料等で展示紹介。
＊ステージ 各国国際交
流･協力団体による歌･演
奏･民族舞踊等のパフォー
マンス 
 当日は、わ国際部会活動

 
 

外国人のための日本料理教室を開催 
                        国６-国 黒田 宏 

    場 所：クリスタルタワー ４階 料理教室 
 

 長寿社会開発センターか
らの助成金による日本文化
の伝承事業として日本の伝
統家庭料理を紹介・試食す
る料理教室を神戸市内の外
国人を対象に開くことに
し、昨年１１月に計画して
いたが、応募者が３名と言
うことから延期せざるを得
なかった。場所を交通の便
の良いクリスタルタワーに
変えて再度呼びかけたとこ
ろ昨年のことが嘘のような
盛会となった。 
 インドから３名（１名欠
席）、韓国３名、米国５名（１
名欠席）、カナダ４名（１名
欠席）、スペイン１名、英国
１名、ウクライナ１名、ミ
ャンマー１名、フィリッピ
ン１名、台湾１名と合計２
１名（女性１５名、男性６
名）の参加があり、正に日
本料理（チラシすし、茶碗
蒸し、白玉団子）を通して
国際交流ができた。 
 最初、参加者はもちろん、
講師役側も緊張していた
が、料理が進むにつれお互
いになれ慣れ、会話も弾む
ようになった。多くの外国
人は多少日本語を解してい
るようであったが、主要言
語はやはり英語で通訳も英

語、韓国語、スペイン語で
対応した。 
 当初、外国人の応募が実
際どのくらいあるのか、ま
たどのように募るのか検討
がつかず戸惑いもあった
が、神戸市の関係機関、例
えば国際協力・交流センタ
ー、総合教育センター、Ｙ
ＭＣＡ等にお願いした結
果、９ヶ国からの留学生や
交換教師らの応募があっ
た。 
 自分達で作ったチラシ寿
司、茶碗蒸し、白玉団子を
残すことなく食べながら、
他国の人々と交流できたこ
とは素晴らしい体験であっ
た。◆ 

紹介展示ポスターを掲示
し、配布資料として、NPO
（法）社会還元センターグ
ループ わ 活動紹介冊子
と、シルバーカレッジの紹
介パンフレットをセットに
して,訪れる人々に説明の
うえ手渡した。 
 好天に恵まれた日曜日で
もあり、地元ハーバーラン
ド会協賛の賞品、神戸市諸
施設の入場券が総数で５６
８本当たるスタンプラリー
による抽選もあり、朝早く
から親子づれの来場者で賑
わいを見せ、終日にわたり
大盛況を極めた。 
 スペースシアター会場で
は、各国民族舞踊、演奏、
合唱、日本伝統芸能の紹介
など国際色豊かなステージ
パフォーマンスが繰り広げ
られ、出演者に惜しみない
拍手が送られるとともに、
各国料理･飲食品の販売と
あいまって多数の人々でご
った返していた。 
 デュオドーム会場では、
団体活動紹介のパネル展示
を主として、一部物品販売
ブースと食品販売ブース､
ならびに「震災１０年神戸
からの発信」の上映が行わ
れた。 
 スペースシアター会場に
比べれば、展示主体で派手
さはなく素通りする人が目
立った。   （次ページに続く） 

神戸国際交流フェア 
2005年に参加して 
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昔あそびには生徒たちだけ
でなく、先生たちも童心に
返って竹馬、コマ、ブンブ
ンコマ等々に盛んに挑戦し
て楽しんでいた。 
 カナディアンでは竹馬で
遊ぶことはすでに実施され
ていたようであるが、日本
の竹馬は初めてのようであ
った。すなわち我々は足を
乗せる部分を足の裏に平行
にして乗っているが、彼等
は足の裏に直角になるよう
に足乗せを左右に向けて歩
いていた。どちらが乗り易
いのだろうか？こんな些細

まれているため、時間に制
限があり、自由にコーナー
を巡ることはできなかっ
た。カナディアンでは、学
年別グループごとに時間を
設定し、各コーナーを一定
の時間内に順序良く体験し
ながら回れるようにした。 
 マリストでは、グループ
分けはなかったが、小学生
と中・高校生の二つに分け、
時間帯を変えてあそびに挑
戦できるようにした。 
 従って生徒によっては同
じものに時間を割いて挑戦
できた。一方カナディアン

 昨年まで行ってきた長寿
社会開発センターからの助
成金による日本文化の伝承
事業を、ことしは親子の世
代間の伝承だけでなく、外
国人へ紹介することも含め
るように対象を拡大した。
その一環として昔遊び塾を
神戸市内の外国人学校の子
供たちを対象に開くことに
した。 
 学校当局と折衝の結果、
マリスト国際学校とカナデ
ィアンアカデミーが受け入
れてくれることになり、マ
リストは２月７日（月）、カ
ナディアンアカデミーは 2
月 22 日(火）に文化部のむ
かしあそび研究会のメンバ
ーと国際部会のメンバー
（通訳担当）が出向いて実
演や指導を行った。 
 子供が真剣な顔付きで取
組む姿は良いもので、外国
の子供たちが繰返し繰返し
トライし、できるようにな
ったときの喜びの顔はどこ
の国の子供も同じである。
実技が主体だったため通訳
の必要も殆どないまま心を
通わすことができた。従来
しあわせの村やＫＳＣ内で
開催してきた｢昔あそび塾｣
は時間をたっぷり（３～４
時間）かけ、子供たちが遊
びのコ－ナーを自由に往来
できたが、マリストおよび
カナディアンの場合いずれ
も「日本文化週間」におけ
る授業の一環として組み込

（前ページから続く） 

 映像上映では１０年前の震
災の悲惨な状況が映し出され、
自助努力もさることながら、多
くの人々の援助協力により今
の神戸の復興があることを思
い出させられたが、足を止める
人は少なかった。 
 震災は忘れた頃にやって
くる！というが、震災の経
験や教訓を風化させないた
めにもいろいろ考えさせら
れることが多かった。 
 国際部会々員による手作
りのポスターは構成抜群の
色鮮やかな作品であり、参
加団体より次年度紹介ポス
ター作成の参考にしたいと
いわれた程である。作成に
携わっていただいた部会員
に紙上を借りて感謝申し上
げる。 
 訪れた人の中には、自分
も将来シルバーカレッジに
入り国際交流について勉強
したいという人や、自分の
祖父母に入学を勧めたいと
いった若者もいて、３５人
余りの少ない来訪者にもか
かわらず意を強くした次第
である。 
  私たち国際部会は、フエ
アに参加した国際交流･協
力に各種団体からいろいろ
学ぶことがあり、今後とも
このような催しをつうじて
友好の輪を広げるととも
に、連携協力して活動を進
めたいと考えている。 
  本年はフェアのＰＲ不
足で来場者が少なかった
が、２００８年の春､同じ催
しが開催されると思われる
が、展示出品にさらに工夫
を重ね、私たち国際部会の
活動が、広く一般市民にア
ピールできるような発表に
つながるように頑張って行
きたい。 

◆ 

 

日本の昔遊びを外国人学校の生徒たちに紹介 
国６-国 黒田 宏 

の場合、短時間ではあるが
全員が一通り全部のあそび
を体験できた。子供達にと
ってどちらが良かったのか
今後の課題である。 
 マリスト国際学校の場合、
昨年の「日本文化週間」に
おいて開催の予定であった
が、先方の都合で中止とな
り延期されたもので、こと
しは予定通り２月７日(月)
に開催することができた。 

なことでも洋の東西でや
り方が違うのに驚き、また
国際交流の必要性も感じ
させられた。 
 後日カナディアンアカ
デミーから訪問に対する
子供たちのお礼の手紙が
送られてきた。１００通を
上回るすべてを照会する
ことは紙面の都合上でき
ないが、一部を別項に掲載
したのでご覧頂きたい。 

◆ 
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（財）長寿社会開発センタ
－の後援を得て、「炭焼き体
験塾」をグル－プ わ 本部
の主催、環境部会ケナフの
会の協力で、平成１７年３
月１２日（土）１０～１２
時、シルバ－カレッジ中庭
で行った。一方、当日は午
後にはしあわせの村研修館
ホ－ルで「昔あそび塾」も
行われた。 
参加人員 
 当日は風が強く寒い日で

あったが、子供２９名、大人

い、まず、炭焼き炉の説明
を行った後、次の順序で炭
焼き体験をして貰った。 
(１)前日焼いた竹炭を炉か
ら取り出し、炭のでき具合
状況の見学と説明 
 竹７０ｋｇ炭焼きして約
２２ｋｇの竹炭ができた状
況は臨場感のある光景で、
我々も何度経験しても感動
を覚える瞬間であるが、参
加者からもウォ－と言うよ
うな声があがり、臨場感と
炭はこのように焼けるのか
を見て、体験して貰った。
(２)炭焼き炉への竹の装入
作業 
 炭焼きをするためには、
まず炉に備えつけられた鉄
籠にあらかじめ裁断した６
つ割れの長さ約５０ｃｍの
短冊状の竹を隙間のないよ
うに詰めることが必要であ
る。この作業を子供達全員
で交代して体験して貰っ
た。幼稚園から小学校６年
生までの子供達であった
が、小さい子供は親が手伝
い嬉々として作業してくれ
た。親子での共同作業は体
験塾のよいところであり、
微笑ましい光景であった。
竹を詰めた鉄籠は炉に備え
付けた揚重機を用い炉に装
入し、炉の蓋をして準備を
終了した。 
(３)炭焼き炉の点火および
炭焼き体験 
 炭焼きは点火後、薪を焚
きながら、送りこむ空気量
を調整して、約４時間かけ
て３５０～４００℃に加熱
し、更に１時間保持し、そ
の後は炉を密閉して翌朝ま
で徐冷して炭を作る。 
 当日は、子供に点火して
貰い、また薪の炉への入れ
作業を体験させると共に、
覗き窓からの炭焼き状況の
観察を子供達に体験して貰
った。子供達は炉内の火の
様子や煙突からもうもうと

は不可能である。炭焼き体
験塾は昨年度に引き続いて
２回目のイベントで、昨年
の経験を活かして、限られ
た時間内で、炭焼きの臨場
感をできるだけ体験して貰
えるように 
(１)前日に約２４時間かけ
て焼いた竹炭を、当日朝に
炭焼き炉から出し、炭ので
き具合を見せる 
(２)あらかじめ準備した竹
素材を炭焼き炉に子供達が
装入する 
(３)炉に子供が火入れする
(４)子供達が炭焼きの状況
を炉覗き窓から観察する 
(５)前日焼いた竹炭を子供
達が用意したビニ－ル袋に
入れ、炭焼き体験の記念とし

親子であつまれ 
 炭焼き体験塾 

生６-環 森 佳代子 

上がる煙や炉内温度計の上
がり状況を興味深く見、あ
る程度の炭焼き体験を感じ
てくれたように思った。 
(４)前日焼いた竹炭の配布 
 竹炭の消臭、水浄化、土
の改良等竹炭の上手な使い
方を説明した後、用意した
ビニ－ル袋に子供達がそれ
ぞれ炭を入れ、炭焼き体験
の記念として持ち帰って貰
った。 
ふりかえってみよう 
 最後に美工室で「ふりか
えりシ－トに書きましょ
う」および「ふりかえって
みよう」を行い、参加者か
ら「炭焼きの体験ができて
大変よかった」「大変お世話
になりました」等のお礼が
多数述べられ、成功裡に終
えることができた。 
所感 
 炭焼き体験教室は、炭焼
きする竹の準備、炭焼き炉
の搬入設置、前日の炭焼き
等準備が大変であったが、
参加の子供さん、親から大
変感謝され、我々の苦労も
吹き飛んだ思いであった。
ご協力頂いたグル－プ わ 
本部スタッフ、ケナフの会
の皆様に心から感謝致しま
す。 

２７名計５６名（２０家族）
の参加があった。主催側は
わ 本部スタッフ、環境部会
ケナフの会・在校生ケナフ
の会約２０名が出席し、
種々の準備、指導をした。
炭焼き準備 
 炭焼きは当日使用した
「短時間で炭焼きができる
ように開発された炭焼き
炉」を用いても炉への竹の
装入→火入れ→炭焼き→炉
からの炭取り出し等一連の
作業を終るには、２４時間か
かるので、数時間ですべて
の作業を体験して貰うこと

て持ち帰れる等の諸準備を

事前に行った。 
 当日使用した炭焼きの竹
は阪神淡路大震災１０周年
「鎮魂の灯」に用いられた
竹を使い、子供達にそのこ
とを説明した。これらの準
備はケナフの会員で行い、
延べ人員約６０名、延べ時
間約約２５０時間をかけて
実施した。 
実施状況 
 参加者は、皆、炭焼きは
始めての方で、シルバーカ
レッジ中庭に設置した炭焼
き炉の周囲に集まって貰
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第１表 文化部会グループの紹介 

第８表 ボランティア活動の状況 

４．ボランティア活動の状

況 

 全グループの定期もしく

は不定期のボランティア活

動の状況を第８表に示しま

す。定期活動は現在定期的

に特定の施設にいって行っ

ている活動で、同一施設内

でもフロアや建物が変わっ

て、別の対象者に対して行

う場合は、別の訪問先とし

て記入しています。訪問頻

度の欄で分母のｙは年を、

ｍは月を表しており、例え

ば（２／ｍ×３）とは、月

に２回訪問する先が３ヶ所

あるという意味です。不定

期活動は、過去１年間の訪

問先と訪問回数を示してい

ます。また給付の欄は謝礼、

交通費、食事等の有無を表

しています。 

 訪問活動以外のボランテ

ィア活動としては２件あ

り、一つは「あかりの会」

文化部会実態調査の後半です。紙
幅の都合上、表は縮小しました。 

文化部会の実態紹介(２/２) 

国６ 文化部会長 芝野 公男 

で、視覚障害者のための朗

読録音テープの作成を行っ

たものです。選んだ図書は

「入門歳時記」で、その朗

読録音、校正、編集に１年

余りの期間をかけ、部員１

５名が延１９１０人･時の

工数を費やして完成し、こ

れを「兵庫県立盲学校」と

「声の図書赤十字奉仕団」

に寄贈しました。 

 もう一つは書道部で習字

の手本を５人・時をかけて

作成し、これをボランティ

ア活動先に寄贈していま

す。 

５．組織運営活動 

組織運営のために会則を

制定し、諸会議を持ってい

るかどうかを第９表に示し

ています。 

 第１０表には部員から徴

収している会費を示してい

ます。会則を制定している

のは半数強のグループで、

役員会運営委員会を持って

いるのは半数に満たない。

総会は半数強のグループが

持っている。人数の少ない

グループでは大げさな組織

を作る必要 (次ページに続く) 
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第９表 組織運営 第１２表 加盟している外部団体 

第１０表 会費 

第１３表 非ボランティア活動の状況 

第１１表 助成金受領状況 

(前ページより続く)はない

が、会員が２０名を越すと

運営のための組織や会議が

整備されていくようです。 

 会費を全くとっていない

のが８グループあるが、徴

収しているところでは月額

５００円から１０００円の

間が主流のようです。特別

の技能を持つ指導者に指導

料を払って、しかも練習の

頻度が高く、会場費等の出

費が嵩むところでは会費を

高くしないと運営できない

のは当然でしょう。 

６．助成金・加盟団体 
 外部の助成金受領の状況

について、過去１年間の実

績を第１１表に示します。 
 グループとして或いは個

人で加盟している外部団体

を第１２表に示します。 

７．非ボランティア活動 

 ＫＳＣや わ の主催する

行事以外で、他の団体の主

催するボランティア活動で

ない演奏会、発表会、展覧

会、展示会等に参加したり

出品したり、或いは単独で

コンサートや発表会や展覧

会等を実施した実績の主な

ものを、過去５年に遡って

記入を要請しましたが、各

グループによる設問の解釈

の違いもあって（明らかに

ボランティア活動と思われ

るものが多い）、記入された

すべてのものを表にまとめ

ることはできません。そこ

で部会長の独断で、主たる

イベントについてのみ第１

３表に挙げておきます。コ

ーロＫＳＣの活動が際立っ

ています。◆ 
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３号ポットで220鉢。用土
は培養土に腐葉土を混ぜ
たもの。この日は園児は春
休み。６月のジャガイモの
収穫が楽しみ。 
 指導者は園芸７期の富
永 征児さん。食育ボラン
ティアのメンバーは現在
１２名です 
 

こにまくの？」と言いなが
ら私の手に入れてくれま
した。 
 ３回目の３月３０日は小
松菜の間引きとラディッ
シュの種まき。ラディッシ
ュは間引きの手間を省く
ため、ポットに１粒ずつま
きます。 

りました。可愛い孫のよう
な園児が小さなバケツにい
っぱいの土をオジさん？た
ちに入れてもらい、両手に
持って運ぶ姿が一生懸命で
とっても微笑ましく感じま
した。 
 園児は約３０名の参加で
す。園長先生はじめ他の先
生方も作業です。畝は培 
養土、バーク堆肥、石灰、 
 

        

園児と共に「食育」ボランティア 

                音５-東 藤井 潤子 

 兵庫県では「食が心と身
体をつくる」という観点か
ら子供たち自らが「食」に
ついて考える習慣を身につ
けてもらうことを目的に
「食育」を推進しています。 
 兵庫県神戸農水振興事務
所から神戸市立遊喜幼稚園
の食育ボランティアの依頼
を受け、私たち（東灘区会）
は「食育」活動の一環とし 
 

 

  
て野菜作りのボランティア
に参加することにしまし
た。 
 園児と共に畑の畝作りか
ら種まき、植え付け、育成、
収穫を行いながら「食育」
の一助となればと考えてい
ます。 
 第１回は平成１７年２月
２２日が畑の畝作り。園庭
に長さ１２ｍ、巾６０cm、
高さ３０ｃｍの畝を１本作 
 

化成肥料等でバッチリで
す。 
 ２回目の３月９日はジ
ャガイモの植え付けと小
松菜の種まき。１つのジャ
ガイモを男女の園児がペ
アで仲良く植え付けてい
ました。ホント収穫が待ち
遠しいといった様子でし
た。小松菜の種は小さいの
ですが、手のひらに３粒 
ほどのせて来て「これど 

 

ＪＲ兵庫駅で観光ボランティア始まる 

            音２-兵 宮城 智子 

 今春卒業の９期生を迎
えて兵庫パンジーの会員
は８０名になりました。 
 親睦を密に、自分に合っ
たボランティアにも参加
し、近くに住んでいる仲間
としてお互いに助け合っ
て行こうと今日まで来ま
した。 
 市の社会福祉からの生
活支援や、特養と利用者の
橋渡し役であるサポ－タ
ーへの依頼にも多くの
方々が参加して下さって
います。 
 またこの度は、兵庫区役
所まちづくり推進課の依
頼でＪＲ兵庫駅構内での
観光ボランティアが３月 
 

下旬より始まり、毎日曜日
の午前１０時～１２時ま
で、改札口の正面で兵庫区
内の観光地などのＰＲを
しています。見かけられま
したらどうぞお声をおか
け下さい。 
 会員も年々加齢して行
く中で、９期生の新しい仲
間も加わって、１日でも長
く皆んなが、笑顔で動ける
ようにと願っています。 
無理をしないで楽しく仲
間づくりをしようと云う
のが、兵庫パンジーの会で
す。皆さんよろしくお願い
します。 

 



全頁ＰＲ 情報ぎゃらりー 第３０号 １１ 
 

 

 
  旅行期日：９月１７日（土）～２５日（日） 
  旅行費用：２４８，０００円（お一人様）（朝７回・昼７回・夕７回付） 
  募集人員：１００名（定員になり次第締め切ります）（関西地区募集） 
  利用航空会社：日本航空 
  添乗員：日本より同行します。（観光・現地ガイド付） 
  申込締切：７月２９日（金） 

☆   別途 関空、現地空港使用料等要します。（６、６５０円） 
月 日      ス   ケ   ジ   ュ   ー   ル 宿泊/食事 

1日目 
9/17 
夜、関西空港発ＪＡＬチャーター機にて空路ウルムチへ? （約6時間） 
深夜ウルムチ到着後バスにてホテルへ 

ウルムチ 泊 
    機 

2 日目
9/18 
午前ホテルにて休憩（自由散策）  午後ウルムチ観光●紅山公園、楼蘭美
女ミイラで有名な●新疆ウイグル自治区博物館を観光後◎大バザール案内 

ウルムチ 泊 
ホ・田・新 

3日目 
9/19 
終日バスにて天山山脈へ、中国のスイスと称される美しい湖○天地の観光 
その後、トルファンへ、高昌国の遺跡●高昌故城●アスターナ古墳観光へ 

夕食はシシカバブなどシルクロードの名物料理です。 
夕食後、ウイゲル族の民族舞踊をお楽しみいただきます。 

トルファン泊 
 

ホ・レ・名 

4日目 

9/20 

終日バスにてトルファン観光、西遊記の舞台で有名な◎火焔山、古代ウイ

グル文化を伝える●ベゼクリク千仏洞、漢代の生活の面影が残る●交河古
城、砂漠の地下水路●カレーズを観光します。 
夜、寝台列車にて柳園へ【一等寝台列車】約１０時間４０分 

列 車 泊 

 
ホ・レ・レ 

5日目 
9/21 
朝、柳園到着後バスにて敦煌へ、朝食後映画「敦煌」のロケ地●敦煌古城 
午後ラクダに乗って雄大な●鳴沙山、三日月の湖●月牙泉観光 

敦 煌  泊 
レ・レ・敦 

6日目 
9/22 

 

午前、砂漠の中の画廊、世界遺産●莫高窟を観光。このコースでは第１６，
１７，９６窟を中心とした一般窟に加え、特別窟の第５７，１５８，１５９

窟にもご案内します。午後、漢朝の西端にあった関所●玉門関●陽関観光 

敦 煌  泊 
 

ホ・ホ・レ 

7日目 
9/23 
午前空路西安へ? 、到着後西安市内観光、西の城門に登り西安市内を一望し
た後空海が修行した●音龍寺、玄奘三蔵ゆかりの地○大雁塔、その後ホテ

ルへ 

西 安 泊 
 

ホ・レ・レ 

8日目 
9/24 
終日西安郊外・市内観光、世界遺産●秦の始皇帝陵、世界遺産●兵馬俑坑、
楊貴妃のロマンスで有名●華清池●陝西博物館●碑林などを観光 

★夕食は西安名物の餃子づくし料理です。 
お部屋は出発まで、ご利用いただけます。 

機 中  泊 
 

ホ・田・名 

9 日目
9/25 
深夜ホテルで休憩後、空港へ 西安発ＪＡＬチャーター機にて、空路関西空
港へ? （約4時間） 午前関西空港到着  解散 

 
機 

●入場観光・◎下車観光・ホ＝ホテル、田＝田舎料理、名＝名物料理、敦＝敦煌料理、新＝新疆料理、レ＝レストラン 

利用予定ホテル：ウ ル ム チ：環 球 大 酒 店・ト ルフ ア ン：緑 州 賓 館・敦煌：敦 煌 賓 館. 
西安：唐 華 賓 館 

上記のとおり企画しました。お友達お誘いあわせの上ご参加頂きます様ご案内申し上げます。 
ご参加ご希望の方は下記へご連絡ください。 
   社会還元センターグループわ TEL 743－8101  
または 大坪英二   TEL&FAX 709－2484 

 
説明会等については後日お知らせします。 
なお、状況により予定が変更になることがあります。 



１２ 情報ぎゃらりー 第３０号 ＣＡからのてがみ 
 
 

 

 

 

カナディアン・ア
カデミー（ＣＡ）
からのてがみ 
 本号６ページで報告し
たカナディアン・アカデ
ミー校へ出向いて行った

昔遊び塾に対して同校の
子供たちから可愛いお礼
の手紙がどっさり送られ

て来ました。その一部を
紹介します。なお子ども
の名前は全部省いてあり

ます。 
幼稚園  
● 

 
 
 

 
● 
 

 
 
 

 
 
２年生  
●「和」のグルプのみな
さまへ 
竹とんぼ たのしかたで

す。こままわしむずかし
いただです。かみひこう
きをつくりました。いっ

こかみひこきとびすきて
とれなかたです。 
●和のグループのみなさ

まへ。 
たけうまも、たけとんぼ
も、ぜんぶたのしかった

です。わたしたちのため
にいしょうげんめーにた
けうま、たけとんぼもつ

くってくれて ありがとう
ございます！わたしのと
もだちたちもたのしかっ

たとゆっています。あり
がとう！ 

●シルバーカレッジのみ
なさんへ 
こままわしや ひこうきや 

いっぱいつくって たのし
かったです。わたしの と
もたちの ひこうきは す

っごく とんで バスケッ
トフープの 上に のって 
おちてきませんでした。

ほんとうに ありがとうご
ざいました。 
３年生  
●「和」のグループ 方々
へ 
竹馬はすごく楽しかった

です。ぼくは竹馬が大す
きです。こままわしはと
てもむずかしかったで

す。竹とんぼはおもしろ
かったです。 
●和のグループの方々へ 

竹馬がほんとにむずかし
でした。シーエーにもい
っかいきてください。竹

馬をやってくれてどおも
ありがとございます。 
●「和」のグループの

方々へ 
わたしはお手玉が一ばん
すきでした。とてもおも

しろかったです。こまま
わしはちょっとむずかし
かったです。たけとんぼ

はいえにかえったらこわ
れてしまいました。また
きてください。 

●シルバーカレッジのみ
なさんへ 
 いまおつかれですか？ 

きのうは ほんとうに あ
りがとうございます。 
きのう たけとんぼと ぶ

んぶんまわしとが ものす
ごくすきでした。できな
かったけど たけうまが 

いまでも したいです。ス
タンプラリーの しょうひ

んもかんがえてます。こ
れからも おからだを お
だいじに。 

４年生  
●「和」のグループの皆
様へ 

きのうは日本のあそびや
ゲームをたくさんおしえ
てくれてありがとう。竹

とんぼを家にもってかえ
って何回もやりました。
また来てください。 

●「和」のグループの皆
様へ 
この前はありがとうござ

いました僕は竹とんぼで
母があそんでいました。
お手玉も、上手になりま

した。竹馬では日本風に
はできませんでしたが、
またいらっしゃってくだ

さい。 
●シルバーカレッのみな
さんへ 

 きのうのゲームをすご
くたのしかった。とくに
こまがおもしろいかった

だからおしえたのありが
とです。わたしはたくさ
んあたらしゲームをなら

いました。もいかい あり
がと。ぶんぶんこまの あ
りがと。 

５年生  
●和のグループの皆様へ 
火曜日に 私達の学校へ来

てくれて本当にありがと
うございました。私は竹
とんぼが一番楽しかった

ですが、全部楽しかった
です。私はこま回しは下
手だったので、もっと練

習して じょうずに なり
たいです。お手玉は、次
は三つ以上でできるよう

に なりたいです。ぜひま
た いらして下さい。☺ 
●「和」のグループの皆

様へ 
 この間、日本文化の事
を教えてくださって、ま

ことにありがとうござい
ました。私にとってはと
ても楽しかったです。私

は日本人なのに、私が知
らない事がたくさんあっ
て、いろんな物の事を知

る事ができて、今はとて
もうれしく思っていま
す。もしよければぜひま

た ここへいらしてくださ
い。いつでもお待ちして
おります。 

●シルバーカレッジのみ
なさんへ 
 シルバーカレッジのみ

なさん、きのうは ありが
とございます。私は日本
のたのしいことをならっ

てとってもうれしいで
す。日本は かんこくのた
のしいことよりももっと

たのしいです。またこん
ど、ともだちといっしょ
にきてやりたいです。と

ってもありがとございま
した。 

◆ 

編 集 後 記 
●シルバーカレッジ 10 周
年記念誌の編集委員とし
てのよしみで、朝日広報
部長から情ぎゃら編集の
誘いを受けた。約 1 ヶ月
考え悩んだ末、引き受け
たのはよいが、今号編集

の手伝いをするうちに大
変な仕事を背負い込んだ
と反省しきりである。今
後は朝日先輩はじめ皆さ
ん方のご協力を得ながら
読みやすい紙面作りを目
指したいと考えています
ので、どうぞよろしくお
願いします。（ニシ） 


